
宇治市歴史的風致維持向上計画  事業一覧　令和６年度事業予定

事業内容
予定事業概要・箇所等

（新規・拡充事業、イベント開催日等）

1
「お茶と宇治のまち歴史
公園」を活用した情報発信

SNS等を活用し、国内、海外に向けて情報発信
を行う。

HP、SNS等を活用し、国内、海外へ向けて情
報発信を行う。また令和5年度3月よりオープ
ンした「光る君へ 宇治 大河ドラマ展」を活用
し、誘客及び市内周遊促進につなげる。

2 歴史・文化啓発 発掘調査の成果を公開する。

パンフレット「発掘宇治」の作成・配布
VRで再現した平安時代のまちなみを活用し
たまち歩きツアーの実施
市内でで出土した平安時代の鏡や瓦のミニ
チュア作りの実施

文化財の公開を行う。
平安時代の文化財の公開を行う。庵寺山古
墳公開は、施設老朽化により休止する。

小中学生を対象とした文化財見学会を実施す
る。

小中学生の文化財見学会（年１回）

4 市営茶室対鳳庵の活用

本格的数奇屋建築の市営茶室 「対鳳庵」 にお
いて、表千家流・裏千家流・山荘流の３流派に
よる抹茶や、二條流、瑞芳菴流、方円流の3流
派による煎茶の本格的なお点前の披露によ
り、茶文化を体験できる機会を創出し、茶業へ
の関心や理解を促す場を提供する。

開席期間：１月10日～12月20日

5
宇治茶による
　　　　　おもてなしの推進

各種イベントにて、市内産宇治茶の振る舞いを
実施する。

石山寺プロモーション：5/21
京阪臨時列車（6月）
京都大作戦（7月）

宇治茶まつり（10月）

6
歴史資料館
　　常設展及び
　　　　　　企画展示の実施

本市の歴史に関する多様なテーマについて、
開館以来収集してきた資料を中心に、実物資
料、写真パネル、映像資料を組み合わせ、市
民が親しみやすい常設展及び企画展を実施す
る。

年間を通して、宇治茶、戦争遺品、普茶料
理・豆腐羹、昭和20・30年代の宇治、発掘成
果に係る企画展示を5回開催する。

7
源氏物語ミュージアム
　　企画展示の実施及び
　　　　　　　　講座等の開催

様々な視点から趣向を凝らし、源氏物語及び
平安時代の文化を紹介する企画展を実施す
る。講座やセミナーなど、最新の研究成果を織
り交ぜた講演や親しみやすい内容によって、よ
り深く学べる場と古典に親しむ機会を提供す
る。

特別企画展を含む年間5回の企画展を実施
するとともに、外部講師による年間10回の連
続講座や当館職員による入門講座、また源
氏物語セミナーなどの講座を実施する。

8 宇治茶園への支援

高品質な宇治茶の生産を促進する事業とし
て、宇治茶の伝統的茶製法である「ほんず」に
よる生産を支援する「伝統技術継承対策」支援
事業を行うとともに、茶摘み時期に必要な「お
茶摘みさん」の斡旋を支援する「手摘み茶推進
対策」支援事業を行う。

伝統技術継承対策事業
                   （実施予定件数）：14件
手摘み茶推進対策事業
                   （実施予定件数）：30件
お茶摘みをしたい方と人材を必要とする茶
農家をマッチングする登録制度「お茶摘みバ
ンク」を４月から開設

9
宇治茶品質向上
　　　　　　　への取組み

宇治市茶品評会、関西茶品評会、全国茶品評
会への出品を支援する。

宇治市茶品評会審査会：6/13
全国茶品評会審査会：8/27～30
関西茶品評会審査会：7/31～8/2

10 宇治茶普及啓発
市民茶摘みのつどい、宇治茶まつり、市民素
人茶香服大会を開催する。

市民茶摘のつどい：5/12
宇治茶まつり：10/6（予定）
市民素人茶香服大会：10/6（予定）

11 宇治茶巡りガイドツアー 例年通り実施

12
無形民俗文化財等
　　　　　　　　の記録調査

宇治に古くから伝わる大幣神事等の無形民俗
文化財の記録をする。

６月８日に実施される大幣神事の記録を行
う。

13 歴史文化への愛着の醸成
「宇治学」（総合的な学習の時間）での探究的・
協働的学習をより効果的に実施するため、「宇
治学」副読本・指導の手引きを作成配付

「宇治学」副読本の改訂・配付
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14
文化財保存・修理
　　　・整備等への補助

国・京都府指定及び未指定文化財の修理等に
補助を行う。

文化財所有者と修繕等について随時協議を
行い、国、府と調整を図り補助を行う。

15 重要文化的景観の保存
重要文化的景観「宇治の文化的景観」の景観
重要構成要素の建物修理を行う。

令和６年度事業予定：協議中　2件
７月頃次年度事業予定の調査を実施予定

16 未指定文化財等への調査
未指定文化財を調査することにより、文化財と
しての価値づけを行う。

宇治古墳群への追加指定を目指し、瓦塚古
墳の発掘調査を実施する。

17
天ケ瀬ダム周辺の
                 かわまちづくり

宇治市天ケ瀬ダムかわまちづくり計画に基づ
き宇治川・天ケ瀬ダム活性化協議会を開催し、
河川空間のにぎわいづくりや整備・利活用を図
る。また、ダム周辺エリアへのアクセス手段や
周遊導線を検討する中で、ガーデンズ天ケ瀬
跡地に必要な機能を整理し、整備内容を検討
する。

宇治川・天ケ瀬ダム活性化協議会を開催
し、ダム周辺のにぎわいづくりについての意
見交換を実施する。
また、旧ガーデンズ天ケ瀬跡地の整備につ
いての詳細設計業務を行う。

18 文化財の保存・活用の検討

平成３０年１０月に国の史跡指定を受けた宇治
古墳群の一つである二子山古墳を保存し、古
墳の立地する景観の保全を図るとともに、同じ
く同月に国の名勝指定を受けた二子山を含む
宇治山の保存及び活用を図る。

名勝宇治山の保存活用計画の策定を行う。

19 空き町家の活用検討調査 空き町家の活用の検討を行う。
空き家無料相談会
空き家情報誌発行

20 道路の美装化

道路を美装化し道路景観の改善を行うことによ
り、巡行する伝統的祭礼との調和が図られ、
人々の周遊性を高めるとともに歴史的風致を
感じられる環境を整える。また、良好な市街地
を形成し、市民の住環境の改善を図る

●宇治淀線（無電柱化）：一部区間整備

21 建物修景への支援

特に景観に配慮すべき宇治市景観計画重点
区域内の景観重要公共施設（道路）の一部沿
道において、良好な景観の形成に著しく寄与す
ると認められる建築物、工作物、その他（設計
費等）について、助成を行う。

22 景観に配慮した取組み
宇治市景観計画重点区域内において、良好な
景観の形成に著しく寄与する屋外広告物の整
備に対して助成を行う。

23 観光サイン等の整備
宇治市観光案内サイン整備ガイドラインに基づ
き、観光サインを設置する。

小倉エリアにて整備を予定

24
宇治十帖スタンプラリー
　　　　　　　　　　の開催

毎年、晩秋の宇治の風情を楽しみながら『源氏
物語』宇治十帖ゆかりの地などを巡るスタンプ
ラリーを開催する。

実施期間：10月1日～11月30日（予定）

25 社寺等の歴史資源との連携

宇治オリジナルの夜の演出により宇治の観光
の振興と活性化を図ることを目的として進めて
きた「～京都花灯路連携事業～京都・宇治灯り
絵巻」の発展のため、「京の七夕」との融合を
図り「京の七夕inUji」構想を推進することでさら
なる宇治の観光の振興と活性化を図る。

紫式部ゆかりのまちの取組と連携し、京の
七夕inUjiを開催する。
実施期間：8月2日～4日（予定）

26 道路整備事業

交通環境の改善により周遊しやすい道路を整
備することで、人々多くの歴史的風致に触れる
機会を創出することができ、また市民の安全が
確保されることにより住環境の向上を図る。

●菟道志津川線（門前工区）：用地取得、一
部区間拡幅
●宇治五ケ庄線（莵道工区）：調整（用地交
渉）

27
宇治川の鵜飼・放ち鵜飼
　　　　　　　　　　　の助成

平安貴族の宇治川見物のひとつで、鎌倉時代
に禁止されたのち、大正の終わりに復活し、以
降宇治川の夏の風物詩として定着している宇
治川の鵜飼を実施する。

春：6月2日(日)、9日(日)、15日(土)、22日(土)
秋：実施予定
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令和６年５月１５日～募集を開始。助成制度
の周知については、HP、市政だよりへの掲
載のほか、対象路線についてはチラシの各
戸ポスティングを実施。
令和６年度より、空き家については助成額へ
の加算を実施。
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